
幾何学Ｉ (2000.7.12)

以下の問いに答えよ。問いには公理および、授業で説明した定理を用いて解くこと。
問題：

問１：全ての角が鋭角である三角形ABCにおいて、Aから BCに下ろした垂線の足
を Dとする。また AB,BC,CAの長さをそれぞれ c,a,bとする。BD:DCを a,b,cを用
いて表せ。

問２：正方形ABCDおよび、正方形ABCDの内部の点 Pに対し、

AP + BP + CP + DP ≥ 2AC

を証明せよ。

問３：四角形ABCDにおいて、AB、BC、CD、DAの中点をK、L、M、Nとする。
1.このとき、四角形KLMNは平行四辺形となることを示せ。
2. KM、LNが直交するならば、AC = BDとなることを示せ。

問４：図１の様に点Oからでる２本の半直線上に、点A、B、C、Dがあり、ADと
BCの交点を Eとする。Eを通りODに平行な直線と OBとの交点を Fとする。ま
た、CE：EB＝１：x、OC：CD＝１：yとする。

1. OA：ABを求めよ。
2. OF：FBを求めよ。
3. OF：FAを求めよ。
4. AE：EDを求めよ。

A

B

O
C D

EF

図１

A

B

C

D
E

F

図２

問５：図２において、AE = 6、BE = 1、CE = 1.5、DE = 9、AD = 7.5である。
1.四角形ABCDは円に内接することを示せ。
2. ED上に EF = 4となる点 Fをとる。AFは 6 EADを２等分することを示せ。
3. 6 BADを求めよ。

以上で１００点（１問２０点）です。

問６：（どれもさっぱり分からんという人のために）何かおもしろい事を書いてくだ
さい。
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